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JPCOARスキーマの概要
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JPCOARスキーマの概要

②各リポジトリからIRDBに
メタデータをハーベスティング

③国内外の各種サービスに
メタデータを流通

図書館員・研究者

IR
IR

IR

連携先サービス例

機関リポジトリ

機関リポジトリのメタデータ流通の際に
使用されるメタデータ交換フォーマット

JPCOAR
スキーマ

①リポジトリに
メタデータ等を登録
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2017年10月 Version 1.0（初版）公開
• オープンサイエンス・オープンアクセス対応

• 識別子の拡充・メタデータ構造の修正

• 国際的な相互運用性の向上

2018年 8月 Version 1.0.1公開
• OpenAIREのガイドライン改訂に伴う出版タイ

プの要素名変更等

2019年11月 Version 1.0.2公開
• COAR Resource Type Vocabulary Version 2

への改訂に伴う資源タイプの語彙追加等

JPCOARスキーマの改訂状況
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今後も国内外の学術情報流通の変化に応じて年1回程度改訂予定



JPCOARスキーマの普及状況（ 2020年6月）

対応年月 サービス/システム名

2017年12月 E-Cats Library Version 6

2019年3月 CiNii Articles, CiNii Dissertations

2019年3月 ジャパンリンクセンター（JaLC）

2019年3月 医中誌Web

2019年4月 IRDB（学術機関リポジトリデータベース）

2019年4月 AMLAD（上智大学学術情報リポジトリ）

2019年6月 東京大学学術資産等アーカイブズポータル(API出力)

2019年12月 DSpace（北海道大学学術成果コレクション）

2020年5月 国立国会図書館サーチ

2020年10月 次期JAIRO Cloud（WEKO3）

対応中 CiNii Research

対応中 BASE, OpenAIRE
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IR

機関リポジトリ
デジタルアーカイブ

JPCOARスキーマ
junii2など

JPCOARスキーマ
対応済み

IR JPCOARスキーマ
対応予定

JPCOARスキーマ
junii2
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JPCOARスキーマの普及状況（ 2020年6月）
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JPCOARスキーマガイドライン
https://schema.irdb.nii.ac.jp/

JPCOARスキーマ
XMLスキーマ定義（GitHub）
https://github.com/JPCOAR/schema
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https://schema.irdb.nii.ac.jp/
https://github.com/JPCOAR/schema


次期JAIRO Cloudへの
JPCOARスキーマ実装状況

8



次期JAIRO Cloudメタデータ登録画面（βテスト環境）

本文ファイル登録

メタデータ入力

＊ 画面デザインやメニューの配置等は変わる可能性があります。



メタデータの入力項目はJPCOARスキーマに準拠

（＋各大学の独自定義）

入力が必須な項目はすぐに入力
できるように展開している

任意入力の項目は必要に応じて
項目を開いて入力する
（全ての項目を入力する必要はない）

現JAIRO Cloud 次期JAIRO Cloud

junii2 JPCOARスキーマ

64要素 82要素



資源タイプの語彙を選択すると、
対応するURIが自動で設定される

入力支援機能（資源タイプ）
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寄与者

寄与者の役割の明確化

→寄与者への学術的評価の促進

アクセス権

オープンアクセスの状態を記述

オープンアクセス / エンバーゴ期間中 / 
メタデータのみ / アクセス制限あり

JPCOARスキーマの特徴（アクセス権/寄与者）



権利情報
ライセンスの明示による
リソースの再利用促進

論文

研究
データ

図書

例）isPartOf
～の一部分である

例）hasPart
～を一部分として持つ

関連情報

JPCOARスキーマの特徴（関連情報/権利情報）13



JPCOARスキーマの特徴（研究データへの対応）

他にも、データのバージョンや助成機関情報も記述可能に

位置情報
活用例：
収集した生物種の位置情報をメタ
データに記述しておくことで、
検索サービス等で生物の分布情報を
地図から検索できるように



JPCOARスキーマの特徴（識別子の拡充）
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人物単位：作成者 / 寄与者/ 権利者

機関単位：所属機関 / 助成機関 / 学位授与機関

リソース単位：資源識別子 / 関連識別子 /

研究課題番号 / 雑誌識別子

情報のより正確な記述や機械処理の向上に
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JPCOARスキーマ形式での
メタデータエクスポート

アイテム詳細画面 16



デジタルアーカイブ対応に
向けた検討
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デジタルアーカイブと
機関リポジトリ
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デジタル化した資料の閲覧・検索方法

（国公私立大学合計）

機関リポジトリ デジタルアーカイブ OPAC           ディスカバリー 学外サービス その他
（機関リポジトリ以外） サービス

学術情報基盤実態調査. 平成30年度 大学図書館編 電子図書館的機能. e-Stat. https://www.e-stat.go.jp/stat-
search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00400601&tstat=000001015878&cycle=0&tclass1=000001130943&tclass2=00
0001130944&stat_infid=000031837925
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メタデータ標準 作成者 対象資料

ミュージアム資料情報構造化モデル 東京国立博物館 美術・博物館資料

独立行政法人国立美術館所蔵作品総合目
録検索システム作品詳細・凡例

国立美術館 美術作品

CDWA: Categories for the Description 
of Works of Art

ゲティ財団
美術・建築物・文
化資料

CIDOC CRM: CIDOC Conceptual 
Reference Model

国際博物館会議 博物館資料

Darwin Core
Biodiversity Information 
Standards (TDWG) 

生物多様性情報

ISAAR (CPF): International Standard 
Archival Authority Record for Corporate 
Bodies, Persons and Families

国際公文書館会議 文書館資料

ISAD(G): General International 
Standard Archival Description

国際公文書館会議 文書館資料

EAD: Encoded Archival Description 米国アーキビスト協会 文書館資料

デジタルアーカイブの連携に関する関係省庁等連絡会・実務者協議会. デジタルアーカイブの構築・共有・活
用ガイドライン. https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_kyougikai/guideline.pdf における
参考資料「確認すべき標準・ガイドライン等」より抜粋して加工

デジタルアーカイブとメタデータスキーマ
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デジタルアーカイブの情報流通イメージ

JPCOAR
スキーマ DOI登録

つなぎ
役

機関リポジトリ以外

つなぎ役

大学図書館等 文書館

国立国会図書館. “事業について（連携計画）”. 国立国会図書館サーチ. https://iss.ndl.go.jp/information/outline/plan/ を参考に作成

DC-NDL

利活用フォーマット

Europeana Data Model

つなぎ
役

つなぎ役

検索サービス（例）

機関リポジトリ

博物館

連携フォーマット



デジタルアーカイブ対応に伴う
JPCOARスキーマの再定義
• コミュニティが運用する機関リポジトリの

メタデータ交換フォーマット

（≒リポジトリシステムの入力項目）

• 連携先との協力による

相互運用性の向上

• メタデータ標準と独自定義

• 多様なコンテンツへの対応

不足項目の例：
IIIFマニフェストURI、形態、巻次、部編名、数量、
作成者の役割、所蔵、コレクション情報
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海外リポジトリコミュニティ
との協力と関連話題

補足
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• Controlled Vocabularies Editorial Board
 Resource Type Vocabulary(ver. 2.0)

 Access Rights Vocabulary(ver. 1.0)

 Version Type Vocabulary(ver. 1.0 draft)

• Metadata Quality Working Group
メタデータの品質向上に関する取組みを行う

ユーザーストーリーと対応するメタデータ要
件を策定し、公開予定

オープンアクセスリポジトリ
連合（COAR）の活動への参加

Confederation of Open Access Repositories. Metadata and Vocabularies. https://www.coar-
repositories.org/news-updates/what-we-do/controlled-vocabularies/
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1. RDA COVID-19; recommendations and 
guidelines 

2. Horizon 2020 projects working on COVID-19, 
SARS-CoV-2 and related topics: Guidelines 
for open access to publications, data and 
other research outputs

3. COAR Recommendations for COVID-19 
resources in repositories

新型コロナウイルス感染症に関する
研究成果の共有促進に向けた取組み

1. https://www.rd-alliance.org/group/rda-covid19-rda-covid19-omics-rda-covid19-epidemiology-rda-
covid19-clinical-rda-covid19-0

2. https://ec.europa.eu/research/participants/data/ref/h2020/other/hi/oa-pilot/h2020-guidelines-oa-
covid-19_en.pdf

3. https://www.coar-repositories.org/news-updates/covid19-recommendations/
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新型コロナウイルス感染症流行下に
おけるリポジトリの役割
（COAR Recommendations for COVID-19 resources in 
repositories要約 ）

• コミュニティで連携し、COVID-19 に関連する

研究成果をリポジトリに収集する。

• 助成機関/政府/大学等に働きかけ、COVID-19に

関する研究成果のデポジットを促進する。

• 相互運用性の高いメタデータスキーマを使用し、

推奨する基本的なメタデータ項目に紐づける。

• 研究成果を国内外のネットワークに流通させ、

発見可能にする。

タイトル/作成者/ORCID/日付/出版タイプ/
COVID-19関係のキーワード/CCライセンス/機関
識別子/(助成機関名・識別子)/(研究課題名・番号)
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http://id.nii.ac.jp/1458/00000216/

オープンアクセスリポジトリ
推進協会

COVID-19以降の社会に向け
たオープンアクセスの加速に
ついて



ご清聴ありがとうございました

JPCOARスキーマに関するお問い合わせ先：
https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/form/contact

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/form/contact

